
  

　
　
多
重
債
務
者
へ
の
相
談

窓
口
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
能
勢
町
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
総
合
生
活
相

談
事
業
の
窓
口
で
う
け
つ
け

て
い
る
。

　
　
本
町
に
は
多
重
債
務
者

は
存
在
す
る
の
か
。

　
　
お
ら
れ
る
と
思
う
。

　
　
行
政
責
任
と
し
て
多
重

債
務
者
へ
の
相
談
窓
口
を
設

置
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
多
重
債
務
に
関
す
る
相

談
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま

せ
ん
。
相
談
が
あ
れ
ば
し
か

る
べ
き
相
談
機
関
へ
紹
介
し

ま
す
。

　
　
多
重
債
務
者
に
は
、
家

庭
問
題
や
就
労
等
の
目
に
見

え
な
い
諸
問
題
が
あ
り
、
多

重
債
務
者
だ
か
ら
と
い
っ
て

切
り
捨
て
る
こ
と
は
許
さ
れ

る
事
で
は
な
い
と
思
う
が
。

　
　
多
重
債
務
は
自
己
責
任

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
行
政
が

ど
う
の
こ
う
の
す
る
話
で
は

な
く
、
基
本
的
に
は
自
己
責

任
で
責
任
を
持
っ
て
自
身
が

解
決
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
推
進
に
つ
い
て
教
育
長
の

認
識
を
伺
う
。

　
　
障
が
い
の
種
類
や
程
度

で
教
育
方
法
を
変
え
る
の
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
障

が
い
を
把
握
し
、
保
護
者
と

の
連
携
を
と
り
、
よ
り
よ
い

教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

　
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
推
進
に
は
、
人
・
も
の
・

金
が
必
要
で
あ
り
、
教
職
員

の
意
識
改
革
も
必
要
だ
と
思

う
が
。

　
　
本
町
の
教
員
レ
ベ
ル
は

か
な
り
高
い
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
支
援
加
配

等
の
取
り
組
み
に
努
め
ま
す
。

　
　
希
望
す
る
全
て
の
児
童

生
徒
が
地
域
の
学
校
で
の
受

け
入
れ
と
、
と
も
に
育
て
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
る

が
。

　
　
今
後
も
地
域
で
仲
間
と

と
も
に
過
ご
す
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

 

　
　
本
町
の
農
業
政
策
の
位

置
づ
け
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

　
　
意
欲
的
な
農
業
者
に
対

し
て
、
構
想
の
目
的
を
実
現

す
る
た
め
必
要
な
農
業
施
策

を
展
開
し
ま
す
。

　
　
耕
作
放
棄
地
の
改
善
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
農
地
の
所
有
か
ら
利
用

へ
と
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
農
地
の
不
正
転
用
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
今
後
も
通
知
・
公
告
・

勧
告
等
を
農
業
委
員
会
が
担

い
、
パ
ト
ロ-
ル
・
是
正
指

導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
農
業
委
員
会
の
権
限
が

強
化
さ
れ
た
と
い
う
認
識
か

　
　
そ
の
通
り
で
す
。

　
　
少
子
化
、
高
齢
化
、
人

口
減
少
は
仕
方
な
い
が
、
交

流
人
口
を
増
や
し
活
性
化
す

る
。
そ
の
手
法
と
し
て
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
対
応

し
た
い
と
い
う
考
え
だ
が
、

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
を
示
し

て
欲
し
い
。

　
　
単
に
農
産
物
の
採
算
性

だ
け
で
は
な
く
、
第
６
次
産

業
を
重
視
し
、
都
市
住
民
を

呼
び
込
み
、
産
物
に
付
加
価

値
を
生
み
出
す
よ
う
な
取
り

組
み
が
、
私
の
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
。
そ
し
て
地

域
の
自
然
や
文
化
を
最
大
限

活
か
し
、
交
流
人
口
を
も
っ

て
こ
の
町
を
な
す
こ
と
が
理

想
的
な
ま
ち
づ
く
り
だ
。

　
　
交
流
人
口
に
依
存
す
る

体
質
で
は
能
勢
町
の
活
性
化

は
な
い
と
考
え
る
が
。

　
　
依
存
す
る
の
で
は
な
く

自
ら
発
信
す
る
。

　
　
観
光
と
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
下
記
の
よ
う
に

違
う
。
ま
た
ゲ
ス
ト
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
の
で
は
な
く
、

ゲ
ス
ト
と
ホ
ス
ト
が
対
等
な

関
係
が
持
続
性
を
可
能
に
す

る
。

　
　
全
く
そ
の
通
り
だ
。

　
　
地
域
の
文
化
や
歴
史
や

自
然
環
境
を
活
か
す
に
は
、

行
政
主
導
で
は
な
く
地
域
の

人
た
ち
が
そ
の
こ
と
を
や
ろ

う
と
い
う
機
運
が
必
要
で
、

目
標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

に
し
て
、
身
の
丈
に
あ
っ
た

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
す
る
人
や
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
す
る
人
を
養
成
す
る

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
行
政
に
求

め
ら
れ
る
が
。

　
　
地
域
で
何
を
や
る
に
し

て
も
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
。

　
　
こ
こ
で
い
う
地
域
と
は

ど
の
よ
う
な
エ
リ
ア
か
。
一

般
論
と
し
て
生
活
圏
が
広
く

な
れ
ば
人
間
関
係
も
薄
れ
、

共
通
の
利
害
も
薄
れ
る
。

　
　
町
内
に
お
い
て
地
域
と

は
、
い
い
悪
い
は
別
に
や
は

り
小
学
校
区
だ
。

　
　
そ
の
小
学
校
区
が
学
校

再
編
で
維
持
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

時
間
を
か
け
て
地
域
で
話
し

合
う
必
要
が
あ
る
は
ず
だ
。

　
　
学
校
再
編
は
将
来
の
こ

と
を
考
え
私
が
決
断
し
た
。

話
し
合
う
時
間
は
な
い
。

※
６
次
産
業
：
能
勢
町
の
場
合
は
、

　
１
次
産
業
（
農
林
業
）
と
２
次
産

　
業
（
商
工
業
）
と
３
次
産
業
（
サ

　
ー
ビ
ス
業
）
を
有
機
的
に
結
び
あ

　
っ
た
産
業

八木　　修 

岡本  ひとし 

 

※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。 

一　般　質　問 
問 答 問 答 問 

答 問 

答 

問 答 問 答 問 答 問 答 

問 

答 
答 

問 答 問 答 問 答 問 

答 問 問 答 

問 問 答 答 

多
重
債
務
問
題
に
お
い
て 

地
方
自
治
体
の
責
務
に
つ
い
て 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進 

基
本
方
針
に
つ
い
て 

※

出典：青木辰司『転換するグリーン・ツーリズム』より

　
ま
ち
づ
く
り
と
学
校
再
編 

 

一
、
多
重
債
務
問
題
に
お
い
て
地
方
自
治

　   

体
の
責
務
に
つ
い
て 

二
、
教
育
行
政
に
つ
い
て 

三
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本
方
針
に
つ
い
て 
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一　般　質　問 一　般　質　問 

項　目 観　光 グリーンツーリズム 
対　象 
時間軸 
利便性 
目　的 
効　果 
関係性 
課　題 
価　値 
本　質 
特　質 
政策的意義 

不特定多数 
一過性、短期滞在 
重要（一次的） 
収益性の一義的追求 
集中効果 
自己完結 
量的拡大 
商品価値 
サービス 
資本投資 
公共的基盤整備支援 

特定少数 
持続性、長期滞在 
二次的 
多元的地域活性化 
分散 
ネットワーク（連携） 
質的向上 
文化価値 
人間的交流（「歓交」） 
資源活用 
公共的人材育成・資源活用支援 

表１　観光とグリーン・ツーリズムの違い 


